
一般質問通告書 

受領日時 令和５年２月２７日 午前１０時１５分       ５番 氏名 椎名 志保  

   質問項目          質問の要旨 

1.エネルギー価格高

騰への対策は 

(1)このところの物価の高騰に際し、町民生活は困難を強いられ

ている。特にこの冬のエネルギー価格の高騰については、厳

しい家計の実態をうかがい知るところである。4月には東北

電力が、更なる値上げに踏み切るとの発表があった。各家庭

で対策を講じるなど、節電に努めているところではあるが、

苦しい状況は今後も続くことが予想される。住民生活をどう

支えるか。国や県の動向含め、町の考えは。 

(2)エネルギー価格の高騰で町内の公的施設に対し、燃料費・光

熱水費を予算の増額補正で対応しているところである。今後

もエネルギー価格に相応して、その都度対応していくのか。

節電の取り組みも視野に入れるなど、町の考えは。 

(3)エネルギー政策に関して、町は脱炭素社会実現に向けた具体

的な取り組みに乗り出すとし、昨年の 9 月定例会において

「五城目町環境基本条例策定について」を可決した。事業の

受託先も決まったとのことであるが、詳細は。 

2.子育て支援、必要

なところへ必要な

支援を 

(1)県内各自治体の来年度当初予算案が示され、どの自治体も子

育て支援に重点を置いた予算配分となっている。当町におい

ても来年度より小・中学校における給食費の完全無償化が行

われるなど、これまでの子育て支援策と合わせ、少子化打開

に功を奏すことを願うばかりだ。 

 他自治体では、これまで 3歳児以上の保育料がすでに無償化

されていることに加え、更に０～2歳児の保育料を無償とし、

保育料の完全無償化に踏み切る自治体も出てきた。０～2歳

児を在宅で保育する世帯ヘは、月額 1万円を助成するとして

いる。町の次なる子育て支援策は。 

(2)少子化に歯止めを掛けるには、子育て世帯が本当に必要とし

ていることに手を差し伸べなければ意味がない。コロナ禍を

経験し、更に病児・病後児保育が必要だとの声が高まってい

る。子どもが病気だからといって、社会の多くが仕事を休み

やすい環境にはない。子どもの通院・看護のために休みやす

い社会を推進していくことと合わせ、病児・病後児保育の整

備はなくてはならない支援ではないか。 

 内科との連携や退職看護師の活用などといったことを提案

しながら、今一度湖東厚生病院での設置の話し合いに臨んで

いただけないか。 



(3)出生数を上げるためには、若い世代の町への定住が不可欠

だ。以前は、地域おこし協力隊の方が家主と借り受け人とを

きめ細かく橋渡しをし、空き家の利活用が進んでいたが、現

在はどのような状況か。 

(4)固定資産税の納付書に「空き地バンクの開設を検討してい

る」と書かれた用紙が同封され、問い合わせがあると聞いて

いる。解体費の補助を大幅に増額し、空き家の解体を進め、

空き地バンクにご登録いただいた方へは固定資産税を減額

するといった優遇措置を設けるなど、いよいよ制度設計に取

り組んでいただけないか。 

3.山積する課題に各

課横串での取り組

みを 

 

(1)12 月の魁紙面に「県職員の自殺 反省と再発防止徹底を」

との社説があり、過重業務やパワハラを指摘する内容であっ

た。当町では昨年夏、大きな豪雨災害があった。関係各課の

多忙さはどうであったか。 

(2)コロナワクチンの接種事業には他課の職員の応援体制が築

かれ、混乱なく進められた。今後も一時的な多忙さを他課の

職員が応援に入り、過重となることを防ぐことが必要だ。そ

のことを庁議で図るなど、庁議の場をより意味のある話し合

いの場にし、山積する課題を各課横串で取り組むべきだ。町

の考えは。 

4.特産品開発、6次産

業化に取り組むた

めにも加工所の整

備を 

 

(1)令和 3年に食品衛生管理法が完全制度化され、これからの加

工品販売は加工所を整備し、保健所の許可が必要だ。その猶

予期間も残すところあと 1年３ヶ月となった。来年６月には

朝市でも道の駅の直売所においても、加工品の商品数が激減

するのではないか。 

 補助金を活用して加工所を整備し、引き続き加工品の販売に

取り組む・取り組んでいる方はどのくらいいるのか。またこ

の状況を町はどうとらえているか。 

(2)これまで朝市ふれあい館や各地区公民館のどこかの調理室

で保健所の許可が得られるよう加工所として整備すること

を提言してきたが、実現出来ずにいる。このことは町の特産

品開発や 6 次産業化のきっかけ作りをも妨げることになら

ないか。またふるさと納税の返礼品が減ることにもならない

か。 

 町民センターの調理室を復活させ、加工所として整備するの

はどうか。朝市ふれあい館、地区公民館の調理室活用の再検

討と合わせ、考えられないか。 

 

 


